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現在火脚 の品詞として用いられでいる勝 肘 ヒ合

物の内鼓も萩容fLものは NOl朝を含むもの.すなわ

ち0-hTOl化合物 (軸 エスナJt･).C-yO,化食物

(ニIl]化合物)及び･N-h'O'化食物(- ナナ ミソ軒)

の三Slである｡この内C-HTOJ化合栃.特:;yJ書抜古

}.･化合tb!=ついてはそのLl-クF'ダタフ:こ1る研究

が内外多くの人々によって行われ.水9m 版 面

tこ於ける糊 も欝短に故附されて1'･るが,こLtと

射瓜LIこ耳元脚 をもつと且われるh'-XOJ化合牧.

す'_'わらユトク宅ソ如 9-クpg'ク7による暇 の

頼骨は殆どTlい鞍.ニ思う4N-X'OziSJ,'･2宵以上ある

とその還元きqfが牧 に1_'ると必われるのでこの基を

lET!ち且つ水拓陸である占い,〆1--/'ソ及び-I

甘艮帯i=つも-てその水辞液中の'p-クFTタフ的袖

を放射Lr=｡水菜イtソ頭度の変化に作う半荘t位及

び限界t放校の変化の現枝をZqぺ1二が叫 な鈷巣をm

l=｡その速元脚 についでも故封を行っているがその

鉛爪については別に報告する｡ここE=はこの4- ク L'

ダウフケニトログ7-1/'シ及び-トr.ER発の水汚さ液の

安定性を故附する事故として又分析方淡として応用す

ることにつ''.'Cim したtBglを稚督する｡

Jl.実 験 方 法

支乃屯併液としては次の浪聯 液を用いた｡

pIT1-47 tva)polO成酔蔽 rtZi竣成+1:〈馳 ソ

ー〆弼耗)

52-81O SやrertSen班鵬 (叩 】5触 2水窯 カ

pn-;液+hVl5第酸 】太宗 2ソーF河沼)

8･0-90 同上 rO.lN名演を+00511号:砂清浦)

92-は0 同J=(0ly苛性 ソーダW:溝+0.05M 爾

砂溶液)
任用LF=a-チ.,グタフ鼓D l前を芸作所載で故紙

計産屋 lJ9×10~rJbpJm 使用分謹啓諮正也 1･

9S･7であっT=｡

溶液中Z=藩辞せる餅 は椅薮空粟nスTz荒土 2-3

q secで20分椛通じて除去した｡

JZl ボ-ラpグラム

水兼イオソtl圧の変化E=伴P.-e- ヲログヲJ.は圏 l

及びEE)2I=兼ナことく攻好に変化す る｡(突放温度

25･0土OIOC)
ニ ト.･TTニI/-ソの砂合の ･･,A.C,d及び与ト.,渓詔

の換合の U./),e時は夫々及元店評をBGにナる鼓であ

って.これ噂の殻の祥戟同位及び駅界相沢伯の PIIt=

∴一三::.,:-.･-T ∴ ∴ 二 '.i
N,i 5385(湖 AL5385)(Zhmng法)｡

ニトt,民兼は冷却しつつ60〆 軸 :-Jhlを加えて

鮒 をつくり.0.C以下でこTtを汲維銭 こよって

脱水してつくつ1=｡これを太及び1tIyに上り鮒

押粒瓜 LI=横虻l付しT=｡迦瓜 Z550(分解).N,439･79

(規等依 J;0∞)
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'L+- 1f i-Ei12 ニト

一族*のホークPTクエよる文化のtE敗の淡さ
Iは罰:ニ報告ナるe'Ⅳ 良性及び7ルが J世

事滋中･亡の分解現象合鍵 pHの建坪溶液中に賢帝を拓餅させ温度を

一定[ニ取ってだ講の妙 手変化からその椛 の安定睦を検討し1=

｡古講すなわち限界t払虻は雌 のia皮を示すのであるから野市

の独特変化Jを褒めればその物質の諦巾における棚 の変化すな

わち分隅 故/-2在校it訊細採 るはずである8Bt封群液を多Jh二川 lT=有田を一組 匿のTBl那 1

1=っけ1二王王.耐 酸完7rf除く1=

め枯鼓立案を2-3cc/SeCの開合で迎紐して通じ

,汎暇 する即 をrin毎E=必要放r_tLl拭判浴泊をTR耶軌 =課現し･荘ちにそのが~ヲ

0 30 60 90 /10 /∫○′80

FaNlげrs)Ea3三日'g'Ta,

}ンカ分P l2DOC,6o J20 /ao

240 3003cc叫朋rn▲7t

Ja tu TTAジンの分舶 (500C

)O〆,ムをとつT=｡武将 忠臣は250±O

IOCである机 の温変)の如 くである｡拭軌土手宗瀬接せちl=250Cにして〟-ラt･グラムをと

っ1二ので分析させたBi姓と預将 温度との箆の影

野は行現出来るとjjえ7こ｡ユト｡ダT.5リンの

!船 plllS及び69では劫BcI-J5･..で も5

00CにおいてもtZ満の牡韓変化が謡められなかつ/二が.pHL09においては図3(20

0C)及び国4(500C)の如くであっT=

｡この抜染から分解圧瓜の次敢とその圧瓜里庄伝鼓と



iD Co fa Jb /b /40/√■
一WL一rtI田 S aIt･拭課

の分冊 (20OC)pl寸=L5 4-】･ pH 80(弔 1匹)
33 4-2

80(弔2UE)53 5 99

稚昏する)ので.LZkこ次数li攻めな

かつJ二｡錦芦ftを.JN及Ui

9y改良中で夫々糊 ,2OoC.こJ

j.･f=BeLも.又 OIZNHt艮

中で 8仰 .J00●C:二正た

し/二糖 .こも缶福文化はBわらitfLかつ

f=｡以上の溢束から-I

E･艮託は地形液に加 ､ては安定である!/I

pHが相加するt=つh,文且Jbt

あ く.なるr二位l'..その分解は促進せら

れ.Tjq･カフ鮮 溝.=山 ては軸

.こその分解が坑着てあることが))かつ1.:.

V 濃度と波aFとの円伊エ tL

7グ7L-5,'yは安定性.ニついての実崇から永汚溝申.こ加 .て餌で

あり一二と:ニ出 .ニ3.r..ては安定であることがわかつT=｡

にってユTILly7-ジンの分析 ､=d

I- タ t･T タフを利用する墳合.こは群議の PHを7J二日､こすれほrm はないと瓜わllら_

LpHb19:こおける亀虫とei高とのDI- ■･.･.･.･
.･㌢ ♭ 鎌を淡bT戯 姻 74)b (であっ5-C て,pth9.二お

tて は2取 (̂京ナが筋 lEと妨 2缶との57拓が書 し･.,O b イ〃 ■e一甘′Oo/ユ■′中′SOAP･ZkpユZbLPZP}押 J̀'仰 仙 ) のでm爺のJ-̂そ示し

/こ｡田 6 - トU以来D分界 (その他の塩郎 iaLBl

ト 10xl0~JmoLLの伽 で(Blが搬41こなるので爺IBしたAnがあa)
はiI虎と荘弗との肌 ;l▲T脚 辞がI ･ pll】5 W.C 一･･】

pH80(茄 1汐籾 .C 成立ナる｡牲つで古 トt.TT>･/･ソL a ;32 器: = 32:-二 :.訂芸;冨淫 : で- で行
え ば ポ ー,p〆- 杏5-b･ 72 45｡ 9,9 申｡ その別 斤法として利用すること

JJtH与-C･ ･ 72 5SO 尖る｡5･5 550 12攻 】42xl0~1 -tF7艮井は水落液

中:=於いて可成り不安母である650 日 次 185 が pHトー3.他 に如 ､ては安

宅である｡plll.h5I=6J) 450 2 女 2朗 点い

てiZL皮と汚iqIとの田保を東と)T=鮎 は陀8の如く7.2ユ5' 15次 0120

である｡瓜0 171. 183 浸正 Ⅰ- 10:=0~boH の正雪では粧甜 錨が良立

SS● 2 九 4SeメlO Lポークp′ク7,'E分析法として利用しさる88.0 580

2 女 ･;20xlO ･;}･良計はf7W の監t.二よってつく(_fl,-Jの99 50. 2 夫 ).13xZO~t で粗義ニトF艮J(中.二は前脚 の含
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/3TIO~■11｡れ速攻

td8 ニトE･戊兼D雌 と鼓耗合船 と改耗J:り求めた合有秘

とは斑9に戻す如く折斐戦国円で上(一致 した｡

Ⅵ,総 括ポークL･Vナ7を故用してニ トロyTこ-}ソ及び- 鋲,iZqぺJこ所,- T･打yT占 >'ソ

は軸比滞77E巾では20°Cにお1､でも50oCl=

お'''ても殆ど分朋がtSめ ら111Eかったが.

-Zt-カフ性耕法中ではGEか.二分芹Ẑ署め1=｡しかる:I-TLVBi*は J)Hl-3.特.こ観榔

t･_9℡乃L.り如たこtE'fl仰 r-)

田 9 こい,良yEfTZRER兼混合市の分析液中では安

定であるが.pHが相加するI=つれ.又温度が上井するに従ってその分凧 主促進せられ.

棉.こT･rカフ鯨有液中では底めて不安定である｡Rr

-化合物のM ,液が安定なる IIH近田.ナfLわちニ

ヤログT.ニ-}yてLfpHト 7.ェ T･C辰沼

では pH】一3では溝丘屯田 トーlOxlO-
加dLでit皮と琵芯とのrqll=棚 係が成立し'ポーク,

1V ク7をこれ噂のものの分析法として利用す

ることが出来,-J.この突放:二ついて鑑 従々教職 較遠 をいた

T_'い[=京怒大字典学識村雨救援.F甲の分析につき収正をはかってい1こTlい1こ東泉大


